

































ていない近世後期和歌研究に先鞭をつけた研究者かつ、歌人である。『加納諸平の研究』序に、昭和三十四年（一九五九）に東洋大学に博士論文『加納諸平の研究』を提出し、三十五年に学位授与式が行われたことが記されている。この縁から東洋大学附属図書館に稲葉文庫が置かれた 、この蔵書には氏 なみなみならぬ蒐書と研究への熱意が如実にあらわれている。そして、そのままこ 蔵書は近世和歌 貴重な資料群となって るといえよう。稲葉文庫は、 （一）香川景樹関連書目、 （二）加納諸平関連書目、
（三）鳥取藩鷲見家関連資料などから構成されている。なかでも、江戸時代後期の鳥取藩の国学・和歌資料として写本や書簡が多く含まれ、本居宣長没後の国学者たちの動向が示され いる点など、興味深い資料が多い。江戸後期国学者および鳥取藩関係者の書簡、およそ三百五十点 稲葉文庫に蔵されていることは注目 る点である。
そのため、東洋大学に稲葉文庫が収蔵される以前、昭和五十年
































































      （和漢書）     （兵書） 
大正 15 年  九州大学   旧海軍兵学校 
昭和 2 年   九州大学   （現海上自衛隊 
 第一術科学校教育参考館） 
 
           （藩政資料等） 
           鳥取県立図書館 
           鳥取県立博物館 
                   （文学・草稿・書簡等）  米子市図書館 
昭和 50 年  国文学研究資料館調査               稲葉文庫（山本嘉将） 
（マイクロフィルム撮影） 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































桂園翁の門人にて特に翁と親しかりし藤田維中ぬしの常に見聞せし歌ともをかきのこしおかれ ものなり。此維中ぬしは祇園町に紅商をいとなみたる 後いたく家おとろへてこれらの書をも売しろとなせしとか。そを竹内享寿翁 をし 子な







































































































































































































































































































































































KOKUGAKU and Sumi-Bunko: A list and study of 
Toyo-Bunko in Toyo University Library 1
OUCHI, Mizue
SUMI Yasuaki is waka poet in Tottori. Yasuaki and the whole families wrote a waka 
poem from generation to generation. And they collected books. Sumi-Bunko means it.
They learned the study of ancient Japanese thought and culture.The poetry was 
corrected by two waka poets,Tachibana Chikage and KINUGAWA Naga-aki.Chikage is 
Kamono Mabuchi's pupil, Naga-aki is Motoori Norinaga's pupil.This archives indicates 
their correction method.
A part of the Sumi-Bunko is stored up at Toyo-Bunko and is possession of Toyo 
University Library now.
